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皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
！ 

私
た
ち
は
広
島

県
理
学
療
法
士
会
と
申
し
ま
す
。

　「
理り

が
く
り
ょ
う
ほ
う
し

学
療
法
士
」
と
い
っ
て
も
、
ピ
ン
と
こ

な
い
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
で
す
。
理
学
療
法
士
は
１
９
６
５

（
昭
和
４０
）
年
に
国
家
資
格
と
し
て
定
め
ら

れ
た
、
比
較
的
新
し
い
医
療
専
門
職
だ
か
ら

で
す
。「
理
学
」
と
い
う
言
葉
は
、
英
語
の

〝p
h
ys

ic
a
l

〟
の
訳
で
す
。
そ
れ
に
は
「
自
然

の
」
と
か
「
物
理
的
な
」
と
か
「
身
体
の
」
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。よ
っ
て
理
学
療
法
と
は
、

薬
や
手
術
を
用
い
ず
、
運
動
療
法
、
温
熱
療
法
、

電
気
療
法
な
ど
に
よ
っ
て
、
身
体
の
基
本
的
な

運
動
機
能
の
回
復
を
図
る
治
療
法
の
総
称
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
行
う
理
学
療
法
士
は
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
で
作
業
療
法
士
や
言
語
聴

覚
士
な
ど
と
と
も
に
働
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
職
種
は
、
一
般
の
方
に
は
「
リ
ハ
ビ
リ
の
先

生
」
と
い
う
言
葉
で
一
括
り

に
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の

で
す
が
、
こ
れ
を
機
会
に

ぜ
ひ
「
理
学
療
法
（
士
）」
と

い
う
言
葉
と
そ
の
仕
事
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

会
長
　
沖
田
　
一
彦

公
益
社
団
法
人
広
島
県
理
学
療
法
士
会

　
日
本
の
理
学
療
法
士
の
多
く

は
社
団
法
人
日
本
理
学
療
法
士

協
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
そ

の
数
は
２
０
１
０
（
平
成
２２
）

年
度
で
６
６
，０
０
０
人
を
超
え

て
い
ま
す
。
協
会
は
全
国
の
都
道
府
県
に
独
立

し
た
下
部
組
織
を
も
っ
て
い
ま
す
。
広
島
県
に

あ
る
の
が
当
会
で
す
。
当
会
は
１
９
７
１
（
昭

和
４６
）
年
に
わ
ず
か
２２
名
の
任
意
団
体
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
公
益
社
団
法

人
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
年
１
月
末
現

在
、
県
下
で
約
２
，
０
０
０
名
の
理
学

療
法
士
が
当
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
活
動
は
、
大
き
く
二
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
会
員
の

知
識
・
技
術
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ

る
県
民
の
皆
さ
ま
へ
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
へ
の
間
接
的
な
貢
献
活
動
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
新
人
教
育
や
生
涯
教
育

に
関
わ
る
各
種
の
研
修
会
を
頻
繁
に
開

催
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。
も
う
ひ
と

つ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
し
て
、

県
民
の
皆
さ
ま
の
保
健
に
関
わ
る
直
接

的
な
貢
献
活
動
で
す
。
具
体
的
に
は
市

民
公
開
講
座
を
開
催
し
た
り
、
各
種
の

健
康
イ
ベ
ン
ト
や
医
療
サ
ポ
ー
ト
に
参

加
し
た
り
し
て
い
ま
す
（
写
真

２
）。
当
会
の
組
織
と
そ
の
活

動
を
表
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
た
び
創
刊
し
ま
し
た
本

誌
『R

E
G

A
C

（
リ
ー
ガ
ッ
ク
）』

は
、
理
学
療
法
士
の
仕
事
と
当

会
の
活
動
を
県
民
の
皆
さ
ま
に

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

広
報
誌
で
す
。
今
後
年
１
回
の

ペ
ー
ス
で
発
行
し
、
理
学
療
法

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
情
報
発

信
、
ま
た
当
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
紹
介
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
当
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

― 

広
報
誌
の
創
刊
に
あ
た
っ
て 

―

（写真2）県民の皆さまのための健康相談

（写真1）会員の生涯教育のための研修会

ご
あ
い
さ
つ

（表）当会の組織とその活動内容
組織名 活動内容

教 育 局 会員の新人教育と生涯教育に関する研修会の開催、お
よび会員のそれらの修了に関わる管理

学 術 局 学術研修会と広島県理学療法士学会の開催、機関誌『理
学療法の臨床と研究』の発行、会員への研究助成の実施

社 会 局 市民公開講座や理学療法週間事業など各種公益事業の
開催、社会福祉に関する研修会の開催

広 報 局 ホームページの管理、会員向けニュースの発行、広報
誌『REGAC（リーガック）』の発行

職 能 局 理学療法やリハビリテーションに関する資源調査、医
療保険・介護保険に関する情報収集と研修会の開催

支 部 局 県下11支部（広島中・東・西・南・北、廿日市、呉、
東広島、尾三、福山、備北）の活動支援および総括

事 務 局 各局運営のための総務・財務、会員への福利厚生事業
の実施

委員会等 倫理委員会、学会評議員会、表彰委員会、選挙管理委
員会、日本理学療法士協会代議員など
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　1971（昭和46）年3月に広島県理学療法士会（以下、当

会）は任意団体として設立し、1993（平成5）年8月には社

団法人の認可を受けることができました。そして、2011（平

成23）年3月で創立40周年を迎えました。

　これと同時に新公益法人制度に基づき、同年4月に公益社

団法人の認可を受けることができ、これまで以上に理学療法

士の人格、倫理および学術技能を研鑽し、広島県内における

理学療法の普及向上を図るとともに、広島県民の医療・保健・

福祉の増進に寄与するために様々な事業を行っています。

　このように、昨年は当会において記念すべき年となりまし

たので、「創立40周年・公益社団法人設立記念事業」として、

広島国際会議場（8月20日）に於いて市民公開講座と記念式

典を挙行いたしました。まず市民公開講座では、当会の賛助

会員でもある豊田 章宏 医師（中国労災病院リハビリテーシ

ョン科部長）により「健康で長生きするためにーリハビリを

知らんにゃあいけんじゃろう！ー」というタイトルでご講演

をしていただきました。事前受付の時点で入場者数を制限す

　広島県理学療法士会では毎年12月第1週の週末に、「広島

県理学療法士学会」を行っています。これは当会が学術研鑽

とともに新人の会員の発表の場として、広島県内の11支部

が持ち回りで担当して行っています。昨年末の平成23年12

月3日（土）、4日（日）には、広島市南区にある広島市南区

民文化センターで広島南支部担当による16回目の学会を開

催しました。両日合わせて約550名の広島県内の理学療法

士が参加しました。

　第16回学会は「10年後の理学療法を考える～臨床・教育・

研究 3つの視点から～」というテーマで行いました。理学療

法を行う場面は、疾病を負ってからの時期、疾病の種類によ

って多岐にわたっています。それぞれの場で個々の理学療法

士が最高の臨床技能を担保していくためには教育と研究の視

点が不可欠であり、10年後の理学療法をどのようにしてい

くのかということについて会員と話し合いました。55題の

演題発表に加えて特別講演、シンポジウムを行うとともに、

るほどの多数の参加者に、高齢化社会に向けたリハビリ医

療の現状と疾病の必要性について、ユーモアを交えながら

分かりやすくお話してくださいました。次に記念式典では、

衆議院議員・岸田 文雄 様、参議院議員・柳田 稔 様をは

じめ、行政機関および県下の医療団体より多くの来賓の皆

さまにご臨席を賜りました。さらに、当会から3名の会員

が長年、県民に対する功績として県知事表彰を受けること

ができたことは、受賞者のみならず、当会にとっても大変

な名誉となりました。

一般市民の皆さまを対象として「心と体に優しい介助方法

～10年後あなたは腰痛に苦しんでいませんか？～」とい

う市民公開講座を開催しました。講座では人の体の動きを

理解し、介護用品の特徴を理解していくことで、介護する

人、受ける人にも優しい介護方法とはどのようなものかと

いうことについて市民の皆さまに聞いていただきました。

次回の第17回学会は東広島支部で準備を進めています。

創立40周年・公益社団法人

第16回広島県理学療法士学会

設 立 記 念 事 業

ポスター会場で発表、討論している風景

創立40周年・公益社団法人設立記念事業、記念式典にて
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２
０
１
１
年
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
は
ロ
ン
ド
ン

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
す
。
今
後
、
障
害

者
を
と
り
ま
く
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
は
激
変
し
て

い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
、
ま
ず
は
広
島
市
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
員
で
あ
る
広
島
市
心

身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
山
下 

慎 

氏
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

　
こ
れ
ま
で
中
高
サ
ッ
カ
ー
、
大
学
ホ
ッ

ケ
ー
を
専
門
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
中
京
大
学
在
学
中
に
、
身
体
障
害
者
の
水
泳
、

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
障
害
者
卓
球
と

様
々
な
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
見
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
同
級
生
が
広
島
市
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
か
ら
求
人
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
を
活
か

せ
る
職
場
を
探
し
て
い
た
の
で
入
職
し
ま
し
た
。

　
指
導
者
と
し
て
勤
務
し
て
、
は
じ
め
て
本
格

的
に
心
身
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
を
知
り

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
指
導
者
と
し
て
の
ア
ス

リ
ー
ト
と
の
関
わ
り
は
な
か
っ
た
も
の
で
す
か

ら
。

健
常
人
の
ス
ポ
ー
ツ
と
障
害
者
の

ス
ポ
ー
ツ
の
違
い
は
あ
り
ま
す

か
？　

発
達
障
害
・
知
的
障
害
を
有
す
る
方

に
関
し
て
は
関
わ
り
に
配
慮
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
、
障
害
の
あ
る
方

が
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
以

外
は
特
に
違
い
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い

う
の
も
、
ル
ー
ル
（
テ
ニ
ス
で
あ
れ
ば
２
バ
ウ

ン
ド
制
な
ど
）
や
環
境
（
車
い
す
を
用
い
る
、

音
の
な
る
ボ
ー
ル
を
使
う
な
ど
）
を
障
害
に
合

わ
せ
て
工
夫
し
て
い
る
だ
け
で
す
の
で
。

我
々
理
学
療
法
士
に
対
し
て
、
選

手
や
各
団
体
か
ら
具
体
的
ニ
ー
ズ

は
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
心
身
の
障
害
に
よ
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
自
己
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
度
に
病
院
等
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
れ

ば
よ
い
の
で
は
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
時
間
的
制
約
が
あ
っ
た
り
（
個
別
１
単
位

２０
分
な
ど
）、
受
診

に
介
助
が
必
要
だ
っ

た
り
、
障
害
者
へ

の
理
解
が
低
い
と

こ
ろ
も
あ
り
、
相

談
す
る
所
が
な

か
っ
た
り
…
と

い
う
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

　
し
か
し
、
逆

に
大
会
中
な
ど
、

ス
ポ
ッ
ト
で
手

厚
く
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
を
行

う
と
、
普
段
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
不
足
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
身

体
が
動
き
す
ぎ
る
感
覚
が
あ
っ
た
り
、
違
和
感

が
で
た
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
悪
影
響
が
あ

る
と
の
話
も
聞
き
ま
す
。
継
続
・
持
続
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
あ
げ

る
た
め
の
関
わ
り
、
助
言
が
ほ
し
い
と
い
う
声

も
聞
き
ま
す
。
選
手
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
ス
タ
ン
ス
（
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
）
に

差
は
あ
り
ま
す
が
、
競
技
志
向
の
選
手
で
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

は
「
情
報
」
を
求
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
理
学

療
法
士
の
立
場
か
ら
ぜ
ひ
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
あ

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
連
携
図
の
よ
う
な
関
わ

り
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
窓
口
と
し
て
障
害
者
支
援
班
の
よ
う

な
部
署
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に

関
わ
り
、
身
体
ケ
ア
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
、
競
技
力
の
向
上
の
一
躍
を
担
う
こ
と
に
関

し
て
、
少
な
か
ら
ず
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
今
後
の
具
体
的
な
活
動
に
つ

な
げ
、
縁
の
下
か
ら
広
島
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広島市障害者スポーツ協会

山下　慎氏

QQ

Q

AA

A

2012は

障害者スポーツが

熱くなる！？

イン
タビ
ュー

広島県理学療法士会

各競技団体広島市障害者スポーツ協会

チェアスキー

車いすテニス
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各地での活動

高等学校野球大会
メディカルサポート

　公益社団法人広島県理学療法士会では、スポーツ大

会での選手のコンディショニングのサポートをボラン

ティアで行っています。広島で行われたアジア大会の

時期から事業を始め、平成15年からは車いすテニス

の国際大会であるピースカップにも関わらせていただ

いています。

　そして、今年度は当会では初めて広島県高等学校

野球連盟からメディカルサポートの依頼を受け、第

117回秋季中国地区高等学校野球大会に11名の理学

療法士がスタッフとして参加しました。初の試みとい

うこともありスタッフ一同が緊張の面持ちではあり

ましたが、繰り広げられる熱戦と、勝てば笑顔、負け

れば涙の高校球児たちの姿に感動し、大切な試合をサ

ポートできることにとても喜びを感じました。試合後

にはクールダウンとしてアイシングやマッサージ、ス

トレッチなどを中心に、高校球児たちと会話をしなが

ら和気あいあいとした雰囲気でのコンディショニング

サポートとなりました。今後も、球児たちがよりよい

コンディションでプレイできるよう、しっかりとサ

ポートしていきたいと思います。

　公益社団法人広島県理学

療法士会では、平成15年

度から公益活動に積極的に

取り組んでいます。広島県

の皆さまに理学療法士とい

う仕事を知っていただき、

利用していただくために、いろいろな場所で市民公開

講座や、イベントを行ってきました。当初は広島市内

で行っていた活動も、現在では11か所ある支部を中

心に、さまざまな場所で、それぞれの支部が工夫を凝

らして内容を吟味しています。

今年度は、広島市東部、広島市

北部、福山市、呉市、備北地区

で講演や相談コーナー、体力テ

スト、ゴムチューブによる体操

の体験などを実施しました。一

般の皆さまの健康に対する興

味、理学療法士に対する期待な

ど、直接お話をすることで実感できることが多くあり

ます。そのような気づきを積み重ねながら、私たちは

これからも皆さまにとって理学療法が親しみのあるも

のになればと考えています。

相談コーナー（備北会場）

ゴムチューブを使っての体操（呉会場）

福山市民球場バックネット裏で待機中
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　急性期病院は、病気をしたり、ケガをしたりしてすぐ

の、より緊急性の高い患者さんの治療にあたる病院です。

そのため、全身の状態がある程度落ち着くまでの入院と

なり、完全に元の身体の状態に戻らないまま退院（転院）

となってしまうことが多い状況です。

　そういった急性期病院の現状のなかでも、できるだけ

患者さんが早く元気になって退院できるように、体を動

かすことをお手伝いするのが理学療法士です。急性期病

院での理学療法は、体を動かさないことによって身体の

機能が低下してしまうことを予防したり、座ったり、立っ

たり、歩いたり等の動作や活動が早く行えるように、で

きる限り早い時期から開始します。点滴や人工呼吸器な

どをつけたままでも、全身の状態を見ながら行うため、

最近は病室にお伺いすることが多くなっています。

　総合病院である当院では、整形疾患や脳血管疾患だけ

でなく、内科や外科手術後、呼吸器・心疾患等さまざま

な患者さんの理学療法を行っています。さらに、赤

ちゃんのリハビリや緩和ケアでのリハビリ等、幅広く

関わっています。

　しかし、急性期病院である当院でも平均在院日数は

約2週間程度と短く、短期間で必要かつ的確な理学療

法を考え行っていく必要があると同時に、次の治療段

階（回復期や地域）にスムーズにつなげていくことも

重要な役割です。患者さんは入院したことによる不安

に加え、早い時期で退院となることへの不安や混乱も

あり、それらを少しでも和らげられるよう、身体的に

はもちろんのこと、心のサポートもできるように取り

組んでいます。

急性期では

県立広島病院　佐々木　寛美

　脳卒中などの病気後や骨折などの患者さんが、急性期

病院での治療が終わった後、後遺症が残ったり、元の生

活にすぐ戻るのが難しいという場合に、回復期病棟に

数ヶ月入院することになります。

　回復期病棟では、患者さんに集中的なリハビリを行う

ために、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・医師・

看護師・ソーシャルワーカーなど様々な専門知識を持っ

たスタッフがチームを組んでいます。そして、患者さん

に合わせたリハビリを行いつつ、実際の入院生活の場面

でも、起きる・食べる・歩く・トイレに行く・風呂へ入

る、などの日常生活動作へ積極的な働きかけをし、家庭

復帰を支援します。

　その中でも理学療法士は、起き上がる・立ち上がる・

歩く、などの基本的な動作を、単に動けるということで

なく、日常生活の回復のために、より楽な効率の良い動

きに導けるようリハビリを行っていきます。また、杖や

車いすなど患者さんに合わせた道具の提案、家屋改修

のアドバイスなど、退院までに必要な準備を患者さん

やご家族と共に行っていきます。

　回復期病棟は病院の中に一つの病棟として開設して

いる所や、介護保険施設などが併設されている所など

があります。広島市総合リハビリテーションセンター

は回復期病棟に加えて自立訓練施設が併設されてお

り、回復期病棟を退院後、職場復帰や自立生活に不安

がある場合、さらなる能力向上を目的に、入所や通所

にてリハビリを行っております。

回復期では

広島市総合リハビリテーションセンター　上田　千絵

理学療法士
の仕事
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　当院は県道41号線を広島市から湯来方面に向かう途

中（広島市佐伯区五日市町下河内）にあります。

　当院には人工呼吸器を着けておられる方、胃に開けた

穴から栄養補給されている方、認知症の方など様々な病

気や外傷を患い長期間の医療・介護を必要とする方々が

入院されています。関連施設には、老人保健施設五日市

幸楽苑、五日市幸楽苑通所リハビリテーション、訪問看

護ステーションハローナース五日市などがあり、各々で

理学療法士が働いています。

　当院の理学療法士は主に①身体各部の関節運動や筋力

を強くする運動を行う、②生活場面における安全な動作

を練習する、③手すりや杖、車いすなどの福祉用具や生

活環境を整備し、動作や介助方法を指導・検討する、な

どの対応をしています。

　日常生活では食事・排泄・入浴・着替えなど様々な活

動をするため、病院・施設・自宅の生活環境を整え、ご

家族や職員の援助を受けながら少しでも自立して毎日

の生活を送ること自体が身体・精神機能を維持・向上

することにつながります。また在宅生活では、通所・

訪問リハビリテーションや各種の医療・介護サービス

を利用することで、“その方らしい生活”を続けてい

くことが大切です。

　なお、当院では回復期リハビリテーション病床の開

設を計画中で、入院～退院後の在宅生活におけるまで

継続したリハビリテーションを提供できるよう取り組

んでいます。

生活支援期では

広島グリーンヒル病院 兼 
訪問看護ステーションハローナース五日市　森田　秀紀

和光整形外科クリニック　沖正　祐亮

　当院は外来の整形外科診療およびリハビリテーショ

ンを主に行っております。整形外科領域の診療ですか

ら、対象となるのは膝・腰・肩などに痛みを抱えるご

高齢の方や、仕事や日常生活に支障をきたしている壮

年層からお子さままで、幅広い年代の方にご利用いた

だいています。

また、日常生活よりもさらに高いレベルでの身体能力の

発揮を要求されるスポーツ選手も来られます。スポーツ

選手は、目指す最終目標が違うとはいえ、一般の方と同

じ様に「体に不調を抱えている」という点では共通して

います。当院には年代・競技レベルとも多種多様なスポー

ツ選手が来院されます。

　スポーツ・一般を問わず理学療法士が行う仕事は、問

診から始まり理学療法評価（身体の状態チェック）を行

い、問題点を見つけ、適切な治療方法（主に運動療法、

徒手療法、物理療法）を選択・実施し患者さまの目標達

成を効率よく導くことです。

　この流れで一貫して言えることは、私たちが一方的

に治療を行うのではないということです。重要なのは、

私たちが病状を説明する中で患者さま自身も問題に気

づき、解決へ向けて意識付けられることです。問題を

共有し治療計画に参画することで、本来の自立につな

がると考えています。

　その他の特徴としては、当院では近隣の高校へのト

レーナー派遣を行っています。現場に赴き、トレーニ

ングの管理や、身体のケアなどを行い、地域に密着し

たスポーツ選手のサポートに取り組んでいます。

スポーツ外来では
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理学療法士に
なりたい方

理学療法を
受けたい方

　理学療法士になるためには、国家資格

を取得することが必要です。理学療法士

の国家試験を受験するためには、養成校

で3年以上学び、必要な知識と技術を身に

つけることが必要です。養成校には大学、

短期大学、専門学校（3年制・4年制）等

があり、県内には4年制大学が3校、4年

制学校が2校あります。

　資格取得後、より専門的な知識を身に

付ける場合、研究職をめざす場合などは

大学院もあります。

　理学療法は医療行為に位置付けられて

おり、医師の指示に基づいて行われます。

理学療法の多くは、病院、クリニック、

介護老人保健施設、訪問看護ステーショ

ンなどの介護保険関連施設で行われてい

ます。ホームページの資源情報には、広

島県理学療法士会の会員所属施設を対象

に、施設の概要、対象疾患などを掲載し

ていますので、ご活用ください。

Click 2

ホームページをご活用ください。
http://hpta.or.jp/

広島県理学療法士会 検索

Click 1

Click 2
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